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水俣病の患者・被害者はどれだけいるの
か

1） 正しい解答はない
2） およそ10万人は下らない

新規発生はないが
潜在被害者が少しずつ表に出てきている



水俣病認定申請の状況
公害健康被害補償法に基づく

2015年11月末、熊本は12月。申請総数は日々変化しています。



水俣病特措法救済策対象者
数
（単位：人）

2010年水俣病特措法に基づく医療給付申請者とその判定結果
2012年7月締め切り



なぜ、現在も水俣病の被害があるのか

水俣病の新規発生？

１９７１年 １００名余り

現在 認定患者 ２287名（新潟含め2300名）

被害救済給付対象者数 6万人あまり

推定合計 １０万人を下らない（95年の政治解決、潜在数）

熊本県 382人、鹿児島県 1078人 （2022年8月現在）

新たな水俣病患者とはなのか
 「潜在していた」人が名乗りを上げた（申請手続きをした）

認定申請は、なぜ、現在も増え続けるのか
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なぜ潜在しているのか
水俣病に対する差別と潜在患者

病者に対する差別
▪差別されてきた水俣病患者

▪結婚、就職、

•水俣病に対する差別と偏見
• ⇒、2010年6月のサッカー事件

▪水俣病の映像

水俣病で何を習ってきたか
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水俣病差別発言事件

•起きたこと（2010年7月）



新聞報道（2）

• 1997年6月 サッカー大会（人吉）



何故起きたのか（外からの眼）

•水俣病を見る眼こそが問われている

• 誰が中傷されているのか・何が差別されて
いるのか

• 水俣出身者なのか

• 水俣病患者なのか



水俣病は終わっていない

熊本地方裁判所前の患者集会
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田中正造1912(明治
45)年6月17日の日
記

栃木県佐野市
郷土博物館蔵



水俣学とは
新しい学問のモデル

〜〜〜既存の装置（枠組み）を超える

開かれた学問〜〜〜

権威主義、官僚主義、保守主義、不正義と

対決する革新的・変革の学問を目指す.

地域で、地域を学習して地域に返す.

（原田正純：水俣学講義）

現代にいきる水俣学



水俣病患者の上村好男さんの言葉

▶︎ 「歴史を語るに、郷土というものには冷
たい。過去を知らない人生は寂しいものであ
ります。」

☞︎ 過去に学ぶこと、そこにはその歴史を生き
てきた人たちがいる

☞︎ 今に学ぶこと
☞︎ あやまちを認めること

現代にいきる水俣学



水俣学の取り組み

（1）水俣病は社会を映す鏡：水俣病とはどういう病いか、
歴史と現在に学ぶ.

（2）現場を大切に：そして、自分たちの足下に水俣を被害
者を中心に考える：差別を考えたい.

（3）専門の狭い枠に閉じこもらないで広く見よう.

（4）国境の壁を越えよう：世界で公害が起きまた水俣病も
おきている.

そして、水俣病事件がいまも問題になっているのはなぜか
→患者の訴えが続いていることに耳を傾けた

現代にいきる水俣学



本事業の到達目標って何だ人類の負の遺産としての公害、
水俣病を将来に活かす

第三班
情報発信

水俣学アーカイブス構築

第一班
水俣病被害の
多様性研究

熊本学園大学
水俣学研究センター

国内外の研究者・
被害者・市民の参

加

第二班
住民主体の

地域社会の再構築

資料収集 資料収集



過去の失敗を将来に活かすため
に：いのちの尊厳

▶︎ いのちを大事にすること。いのちと
は人の人生そのもののこと。ともに分か
ち合ういのち、ともに生きるいのち。い
のちの尊厳には上下はない。

▶︎ しかし時代の波に巻き込まれて、い
のちの価値を見失うときに、公害は起き
るのだろう。

現代にいきる水俣学



まとめ

水俣学アーカイブをみよう
水俣学講義を聞こう

水俣に学び、自分を振り返ろう。

水俣学のWEBサイトで


